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市
民
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
作
品
展
で

五
月
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
お
な
じ
み
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

ガ
開
講
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
隠
れ
だ
一
面
を
再
発
見
す
る
良

い
機
会
で
す
。
だ
く
さ
ん
の
講
座
の
中
か
ら
自
分
に
合
つ
芝
講

座
を
探
し
て
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
楽
し
く
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
開
斡
ず
る
講
座
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

マ
構
座
名
、
開
講
目
、
構
師
(敬

称
略
)

{開
講
時
聞
が
午
前
日
時
3
正

午
の
講
座
]

①
暮
ら
し
の
中
の
薬
と
医
療

(第
1
・
第
3
水
曜
日
)
桝
田

淑
郎

②
英
会
話
教
室
(
第
2
・
第
4

木
曜
日
)
ジ
ェ

1
ム
ス
・
ハ
1

ス
ト

③
油
絵
教
室
(
第
1
・
第
3
水

曜
日
)
川
口
智
美

④
水
彩
画
入
門
(
第
2
・
第
4

土
曜
日
)
佐
藤
元
巴

⑤
水
盤
面
教
室
(
第
2
・
第
4

日
曜
日
)
櫛
谷
純
園

⑤
円
空
一
万
彫
教
室
(
第
2
・

第
4
日
曜
日
)
山
田
匠
林

⑦
染
色
教
室
(
第
2
・
第
4
木

曜
日
)
山
田
悦
子

⑧
書
道
講
座
(
第
1
・
第
3
日

曜
日
)
高
山
畦
亭

⑨
中
国
語
会
話
(
第
1
・
第
3

木
曜
日
)
江
鳴

⑮
詔
友
会
(
第
1
・
第
3
水
曜

日
)
中
森
品
三

⑪
手
編
み
教
室
(
第
2
・
第
4

土
曜
日
)
棒
田
久
仁
代

⑫
パ
ン
の
花
ル
ナ
フ
ロ
ー
ラ
入

門
(
第
1
・
第
3
金
曜
日
)
勝

俣
和
子

⑬
深
雷
ア
1
ト
フ
ラ
ワ
ー
(
第

2
・
第
4
火
曜
日
)
山
岸
箆
子

⑪
時
事
問
題
か
い
せ
つ
(
第
2

火
曜
日
)
小
関
哲
哉

⑮
鱒
工
芸
(
第
1
・
第
3
火
曜

日
)
高
橋
や
す
子

⑬
押
花
(
第
2
・第
4
火
曜
日
)

頃
末
光
子

⑪
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
刺
し
ゅ
う
(
第

1
・
第
3
水
隔
日
)
高
木
る
み

子⑮
か
な
書
道
(
第
2
・
第
4
水

曜
日
)
平
野
翠
甫

⑮
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
(
第
1
・

第
3
木
昭
日
)
中
村
ミ
エ

@
ト
1
ル
&
ス
テ
ン
シ
ル
(
第

2
・第
4
木
曜
日
)
笠
野
ゆ
り
子

@
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
(
第

2
・
第
4
金
暇
日
)
吉
沢
光
代

⑫
ハ
ン
ド

・ニ

ッ
ト
教
室
(
第

2
・
第
4
土
曜
日
)
大
矢
野
佳

子⑫
陶
芸
(
第
1
・
第
3
日
曜
日
)

丸
田
秀
三

{
開
講
時
聞
が
午
後
1
時
泊
分

5
3時
加
分
の
講
座
}

@
郷
土
史
に
み
る
人
々
の
生
活

(第
2
・第
4
火
晦
日
)
石
川
旭

⑮
平
塚
の
地
誌
(
第
2
・
第
4

土
曜
日
)
丸
井
浩

@
中
国
古
典
文
学
に
親
し
む

(第
1
・
第
3
水
曜
日
)
佐
々

木
良

⑫
「
伊
勢
物
語
」
を
読
む
(
第

1
・
第
3
火
曜
日
)
雨
谷
和
子

⑮
木
版
画
入
門
(
第
1
・
第
3

土
曜
日
)
馬
淵
晃

@
釣
特
一
教
室
(
第
1
・
第
3
日

曜
日
)
山
崎
吉
晴

⑮
日
本
画
(
第
1
・
第
3
土
曜

日
)
井
出
文
洋

⑪
硬
筆
教
室
(
第
2
・
第
4
火

曜
日
)
二
宮
英
雄

@
園
芸
教
室
(
第
1
・
第
4
木

曜
日
)
朝
広
伸
夫

@
落
語
教
室
(
第
3
日
曜
日
)

立
川
龍
志
ほ
か

@
や
さ
し
い
マ
ジ
ッ
ク
入
門

(第
2
・
第
4
土
曜
日
)
石
川

富
子

⑮
万
剣
鑑
賞
の
仕
方
入
門
(
第

2
・
第
4
水
嶋
臼
)
本
阿
晴
光

次@
宗
教
と
は
1
民
俗
芸
能
・
儀

礼
(
第
3
金
昭
臼
)
西
海
賢
ニ

@
旧
約
型
都
の
世
界
(
第
4
日

曜
日
)
牛
山
剛

⑩
般
若
心
経
の
世
界
(
第
2
金

曜
日
)
庄
司
陸
興

⑮
窓
掘
の
作
詩
教
室
(
第
2
日

曜
日
)
と
わ
せ
た
ま
み
ほ
か

⑩
モ
ザ
イ
ク
ア
1
ト
入
門
(
第

1
・
第
3
水
曜
日
)
露
木
貴
志

@
レ
ザ

1
ア
1
ト
教
室
(
第

1
・
第
3
火
略
目
)
植
木
勝
恵

⑫
木
彫
(
第
1
・第
3
金
曜
日
)

小
沢
陽
子

@
骨
と
う
を
楽
し
む
教
室
(
第

2
・
第
3
土
植
田
)
久
保
田
正

男⑪
表
装
教
室
(
第
2
・
第
4
金

曜
日
)
古
屋
忠
春

⑮
親
と
子
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
(
毎

週
金
曜
日
5
時
ま
で
・
1
回
一

千
二
百
円
)
井
田
朱
美
ほ
か

全
講
座
共
通
内

容
と
申
し
込
み

マ
講
座
の
期
間

5
月
5
3月

マ
募
集
人
員
各
講
座
初
人

(
応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選
)

マ
受
講
料
(
教
材
費
は
別
途
)

年
額
二
万
六
千
四
百
円
(
幻

回
)
、
⑪
と
@
と
⑮

3
⑮
は
一

万
三
千
二
百
円

(
U
回
)

マ
申
し
込
み
は
が
き
に
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

4
月
刊
日
(
水
)
ま
で
に
ひ
ら

つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業
運
営
委

員
会
(
〒
加
平
塚
市
見
附
町

民
1
1市
民
セ
ン
タ
ー
内
・
宮

詑
1
2
2
3
5
)
へ
お
送
り
く

だ
さ
い

※
講
座
開
催
日
等
は
、
市
の
行

事
や
講
師
の
都
合
等
で
若
干
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
問
い
合
わ
せ
先
市
民
セ
ン

タ
ー
宮
(
詑
)
2
2
3
5

• • • 

市醜会職場で東海大生と共・貰
する平根フィル(2月16日)l 木谷さん，・

• 

. "惨

=話芸暴言年議場初演奏の市民管弦楽団
し子フで英末 市で初めての議場演奏会に出演いただ

たさイてしのい?平塚フィルハーモニー管弦楽団。代
。んルく い第 ー一

にのだハ九表の木合和子さんに、察みどりさん(百包

お代さ 1 の城ケ丘)が、楽団について取材しました。
話表つ モ演
を、たニ奏
伺木、 1 会

d
司a

司

結
成
し
て
か
ら
五
年
目

4
を
迎
え
た
こ
の
楽
団
は
、

一

年

一
回
の
定
期
演
奏
会
の

一
ほ
か
、
ホ
l
ム
コ
ン
サ
l

一
ト
や
学
校
、
市
民
合
唱
祭

一
で
の
演
奏
な
ど
、
幅
広
く

一
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
団
員
は
、
高
校
生
か
ら

一

六
十
歳
代
ま
で
お
ら
れ
、

一

「
正
し
い
奏
法
を
学
び
、

一
合
奏
を
楽
し
む
」
と
い
う

一

基
本
方
針
の
も
と
、
プ
ロ

一
の
奏
者
の
レ
ッ
ス
ン
で
、

一
基
本
奏
法
か
ら
ア
ン
サ
ン

一

ブ
ル
ま
で
を
学
ん
で
い
ま

一

す
。

一
優
れ
た
演
奏
を
目
指
し

一
な
が
ら
、
奏
で
る
喜
び
を

一
も
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

一
こ
の
楽
団
独
自
の
味
わ
い

一
に
魅
せ
ら
れ
、
横
浜
、
伊

.
E勢
原
、
秦
野
な
ど
か
ら
の

1. 

入
団
者
も
お
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
演
葬
会
を
行
う
ご

と
に
入
団
者
が
増
え
、
現

在
は
九
十
名
を
超
え
る
団

員
数
と
な
り
、
毎
週
土
曜

日
、
練
習
に
励
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

演
奏
を
聴
い
た
方
か
ら

は
「
地
方
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
は
思
え
な
い
見
事
な
演

奏
に
触
れ
、
気
持
ち
が
若

返
っ
た
感
じ
で
す
」
「
と

て
も
暖
か
い
雰
囲
気
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
楽
し
か
っ
た

で
す
」
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

よ
い
演
奏
を
、
奏
者
も

聴
衆
も
楽
し
み
た
い
、
と

の
楽
団
の
主
旨
に
賛
同
し

た
賛
助
会
員
が
、
現
在
四

百
名
近
く
お
ら
れ
応
援
し

て
い
ま
す
。

木
谷
さ
ん
は
「
六
月
十

六
日
に
市
民
セ
ン
タ
ー
で

五
回
目
の
定
期
演
奏
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
様
、
聴
き
に
お
い
で
く

だ
さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

音
楽
を
愛
し
、
音
楽
を

通
じ
て
、
人
の
和
を
作
り

続
け
て
こ
ら
れ
た
木
谷
さ

ん
、
そ
し
て
団
員
の
皆
様

の
今
後
の
ご
活
躍
と
、
平

塚
フ
ィ
ル
の
発
展
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す

0

・.
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(2) 

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に

お
互
い
に
助
貯
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
交
通
災
害
共
済
制

度
を
設
げ
見
舞
い
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

加
入
方
法
は
個
人
申
し
込
み

だ
け
と
な
っ
て
お
り
、
自
治
会

を
通
し
て
の
団
体
申
し
込
み
制

度
は
、
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
書
は
四
月
に
各
家

庭
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
掛
金

を
添
え
て
、
市
内
の
金
融
機
関

(
郵
便
局
を
除
く
)
か
、
市
役

所
内
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
加
入

申
し
込
み
は
四
月
一
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す
が
、
共
済
期
間
が

五
月

一
日
か
ら
始
ま
る
た
め
、

四
月
中
は
予
約
申
し
込
み
期
間

と
な
り
ま
す
。

マ
加
入
で
き
る
方
市
内
に
住

民
登
録
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

し
て
い
る
方

マ
共
済
期
間
平
成
8
年
5
月

1
日
1
平
成
9
年
4
月
初
日
、

中
途
加
入
は
加
入
日
翌
日
か
ら

期
間
満
了
ま
で

マ
共
済
掛
金
(
年
額
)

・
大
人
五
百
円

・老
人
(
河
歳
以
上
の
方
)
、
身

体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
三

平成8年 3月 15日

L
F
L
F

、F

広報ひらつか

総
潤
錦
ハ
糊
例
ほ
加
入
山
知

申
込
書
は
各
家
庭
に
郵
送

第5フ 1 ~

奄!i!iiii

清潔で住みよいまち!こ

各
地
区
で
受
け
付
け

加
入
の
申
し
込
み
は
次
の
会

場
で
も
受
け
付
げ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
加
入
を
。

。
日
時
・
会
場

マ
4
月
日
日
(
木
)
岡
崎

・
金

目
・
旭
北
公
民
館

マ
4
月
ロ
日
(
金
)
土
屋

・
吉

沢
公
民
館

マ
4
月
刊
日
(
火
)
金
田
・
豊

田
公
民
館

マ
4
月
口
白
(
水
)
神
田

・
城

島
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時

泊
分

5
正
午

の
使
用
証
を
公
共
下
水
に
流
し

た
汚
水
の
盆
と
み
な
し
ま
す
)
。

マ
納
付
の
方
法

使
用
料
の
算
定
方
法
の
変
更

に
伴
い
、

二
か
月
ご
と
に
納
入

通
知
岱
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
そ
の
都
度
お
支
払
い
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

-
減
免
規
定
の
追
加

使
用
料
金
の
減
免
の
該
当
項

目
は
、
現
行
の
ほ
か
に

「児
童
市
で
は
、
下
水
道
使
用
料
の

扶
聾
手
当
等
を
受
給
し
て
い
る
支
払
い
に
つ
い
て
、
便
利
な
口

ひ
と
り
親
家
庭
」
と

「市
長
が
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ

認
め
る
地
域
作
業
所
」
が
追
加
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
申
し

さ
れ
、
最
低
基
本
水
虫
額
が
滅
込
み
は
、
郵
便
局
を
除
く
市
指

免
さ
れ
ま
す
。

定
金
融
機
関
で
受
貯
付
け
て
い

・
井
戸
水
の
認
定
の
変
更

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
を
。

一
般
家
庭
で
水
道
水
と
井
戸
※
問
い
合
わ
せ
先
下
水
道
総

水
を
一
緒
に
使
っ
て
い
る
方
務
課
使
用
料
係
(
内
線
4
5
0
)

E
g
g
t
-
E
s
t
-
T
J
f
A
T
B
e
t
-
-
、，
S
9
2争も
E
E
S寺
5
1
S
A
T
a
s
s
t.、S
I
g
h
-
a
z
f
‘.‘
s
a
S
1守
』
5
1
'
・Ef--
也、
s
f
、警a
t
t
T
S

と
き
・
・・
1
同
に
つ
き
4
円

マ
事
業
活
動
に
伴
い
排
出
さ
れ

る
と
み
等
で
処
理
施
設
へ
直
接

搬
入
す
る
と
き

・
最
終
処
分
場
:
・
ー
は
に
つ
き

9
円

・
焼
却
場
ま
た
は
破
砕
処
理
場

・:
1
同
に
つ
き
凶
円

マ
動
物
の
死
体

・
市
が
収
集
運
搬
す
る
と
き
・
:

1
個
に
つ
き
三
千
円

・
処
理
施
設
へ
直
接
搬
入
す
る

と
き
・:
1
個
に
つ
き
二
千
円

額
一
千
百
三
十
三
円
(
消
費
税

込
み
)
が
百
五
十
八
円
上
が
り

月
額

一
千
二
百
九
十

一
円
に
な

り
ま
す
。

-
料
金
算
定
方
法
等
の
変
更

マ
使
用
料
の
算
定
方
法

水
道
検
針
時
の
水
道
水
の
使

用
量
を
も
と
に
、
そ
の
都
度
下

水
道
使
用
料
を
算
定
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、

こ
か
月
ご
と
の
水

道
の
使
用
量
に
応
じ
た
料
金
と

な
り
ま
す
(
従
来
ど
お
り
水
道

ご
み
処
理
手
数
料
を
改
定

ヵ加入目別掛金

加入日 Y，~7/.0 '/(l""_夜。 '%，~~ 'A'，~){， 

大 人 500円 375円 250円 125円

老人 ・身障者
300円 225円 150円 75円

-糟薄者

中学生以下 200円 150円 100円 50円

み
の
処
理
手
数
料
が
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
し
原
収
集
手
数
料
は

据
え
置
か
れ
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
環
境
衛
生
管
理
課
(
内

線

2
4
0
)
へ
。

。
新
し
い
廃
棄
物
処
理
手
数
料

マ
事
業
活
動
に
伴
い
排
出
さ
れ

る
と
み
等
で
市
が
定
期
収
集
す

る
も
の
・・・
1
同
に
つ
き
口
円

マ
臨
時
に

一
般
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
で

・
市
が
収
集
運
搬
す
る
と
き
・
:

1
d
に
つ
き
二
千
円
を
基
準
と

す
る

(例
一
ソ
フ
ァ
ー
3
人
掛

げ
H
一
千
八
百
円
、
幅
1
m
以

下
の
げ
た
箱
H
七
百
五
十
円
)

.
処
理
施
設
に
直
接
搬
入
す
る

申し込み、問い合わせは

市役所へ

・篭話 23-1111、35-1111

(内線番号を交換手ヘ)

-住所浅間町9番 1号

(担当課名のご記入を)

は
、
市
が
井
戸
水
の
使
用
量
に

つ
い
て
調
査
を
し
て
、
認
定
し

ま
す
。

・
詳
細
は
納
入
通
知
書
に
掲
載

今
回
の
使
用
料
改
定
に
つ
い

て
の
群
し
い
内
容
は
、
納
入
通

知
郡
に
掲
載
を
し
ま
す
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

便
利
な
口
座
振
替
を

狂犬病の予防注射を
狂 犬病予防注射曜を下肥の日程で行います。料金怯登

録済みの犬は3，150円、新たに登録する犬は6.150円で

す。愛犬手帳を忘れずにお持ちください。

当日は首輪は絞けない物を使い、犬を押さえられる

方が連れて来てください。なお、母寄りの会場で注射

を受けられない場合は、お近くの動物病院でも受けら

れます。

お問い合わせは環境衛生管理課(内線240)へ。

子
供
の
人
権
相
談

い
じ
め
や
体
罰
な
ど
、
子
供

の
人
権
に
関
す
る
相
談
を
、
子

供
人
権
専
門
委
員
や
人
権
擁
護

委
員
が
お
受
け
す
る

「子
供
人

権
相
談
」
を
突
施
し
ま
す
。

マ
日
時

3
月
初
日
(
火
)
午
後

1
時

1
4時

マ
場
所
中
央
公
民
館
3
C会

議
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

り
課
市
民
相
談
係
一(
内
線
2
9

3
)
 監

査

の

結

果

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に

つ
い
て
、
監
査
委
員
小
宮
鹿
司

氏
、
神
部
禎
夫
氏
、
古
家
安
正

氏
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

{監
査
公
表
第
幻
号
一

マ
対
象
小
学
校
9
校
、
中
学

校
5
枝
、
幼
稚
園
3
園
、
公
民

館
8
館

マ
結
果
①
予
算
の
執
行
、
収

入
、
支
出
事
務
・:
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
た
②
物
品
(
備
品
)

の
出
納

・
保
管
に
つ
い
て
:
良

好
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
た
③
施
設
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
:・
お
お
む
ね
良
好

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た

{監
査
委
員
公
表
第
2
号
}

マ
対
象
平
塚
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
け
る
補
助
金
に
か
か

る
出
納
そ
の
他
の
事
務
の
執
行

マ
結
果
補
助
目
的
は
達
成
さ

れ
、
事
務
処
理
は
お
お
む
ね
良

好
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
た

{監
査
委
員
公
表
第
3
号
}

マ
対
象
湘
南
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
(
株
)
ほ
か
お
団
体
に

お
け
る
補
助
金
に
か
か
る
出
納

そ
の
他
の
事
務
の
執
行

マ
結
果
補
助
目
的
は
達
成
さ

れ
、
事
務
処
理
は
お
お
む
ね
良

好
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
た

無
料
で
健
康
相
談

毎
月
第
三
月
曜
日
の
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分

ま
で
、
市
役
所

一
階
の
市
民
相

談
室
で
健
康
相
談
を
受
げ
付
廿

て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
守

ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
予
約
制
で
す

の
で
、
地
域
づ
く
り
課
市
民
相

談
係
(
内
線
2
9
3
)
へ
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

4.F.1 9: 30-11 : 30 13: 30-14 : 15 14 : 45~15 : 30 

3臼 馬入公園 伊勢山公園 ふじみ野第4公園

4日 旭北公民館 松 風 公 園 南原公民 館

5臼 城島公民館 八幡公民館 四十瀬川公園

8日 田村宮前公園 旭第 一 公園 土屋スポーツ広場

9日 須賀公民館 万 四 公 園 吉沢公民館

10日 金田公民館 中 原 公 民 館 桃浜公園 l

11日 横内公民館 主主回神社 五領ケ台公園

12日 大神公民館 岡崎公民館 山王山公園

15日 徳延公園 四 之 官 公 園 月 見公園

16日 盟国公民館 ※大久保公園

17日 大野公民館 ※なでしこ公箇

18臼 金 国公民館 ※凡附台公園

※印の会場 は15時まで行います

践調民市
福
祉
会
館
宮
(
お
)
2
3
3
3

。
専
門
(
法
律
、金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談

4
月
日
目
(
木
)

日
時
叩
分
3
日
時
叩
分
、
予
約
制

。
生
活
支
揖
相
般
毎
週
月
1
金
昭
日
8
時
叩
分
1
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
椴
毎
週
月
1
金
曜
日
8
時
却
分
3
口
時

。
結
婚
相
談
毎
週
日
曜
日
目
時
5
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母

子

相

般

毎

週

月
1
金
曜
日
9
時
3
日
時

。
家
庭
児
書
相
識
毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
1
M時

。
婦
人
相
談

4
月
日
日
(
木
)
刊
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
却
分
S
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
普
小
学
校
北
側
)

宮
(お
)
6
0
1
2

毎
週
月
3
金
昭
日
9
時
3
口
時

。
電
話
相
談
毎
週
月
1
土
曜
日
9
時
1
口
時
(
第
2
・

第
4
土
曜
日
を
除
く
)

子
育
て
相
談
室
(須
賀
保
育
園
2
階
)
宮
(
幻
)
7
6
3
9

毎
週
月
1
木
昭
日
9
時
叩
分
S
M時

(
木
曜
日
は
ロ
時
ま
で
)
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博
物
館
で
は
、
平
成
八
年
度

の
年
開
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
(
学
年
)
、

恒
話
番
号
、
希
望
す
る
会
の
名

前
そ
記
入
し
て
三
月
三
十

一
日

ま
で
に
博
物
館

(一T
加
平
塚
市

浅
間
町
十
二
|
四
十
一
)
へ
。
な

お
、
家
族
参
加
の
場
合
は
一
枚

の
は
が
き
に
家
族
会
員
の
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

活
動
場
所
、
募
集
人
数
な
ど

(3) 

l変生 ，

¥¥之安:タ

も
う
と
読
み
や
す
く
、
も
っ

と
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供

を
目
指
し
、
市
で
は
「
広
報
ひ

ら
つ
か
」
の
紙
面
を
四
月
十
五

日
号
か
ら
改
訂
し
ま
す
。
な

お
、
こ
の
改
訂
に
伴
い
、
新
春

特
集
号
と
市
制
記
念
特
集
号
は

廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
な
改
訂
の
内
容

A'表
紙
・
裏
表
紙
の
カ
ラ
l
化

現
在
ニ
色
刷
り
の
紙
面
の
表

紙

・
裏
表
紙
を
カ
ラ
1
化
し、

写
真
や
グ
ラ
フ

・
地
図
な
ど
を

使
っ
て
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
「
題
字
」
の
デ
ザ
イ
ン
も
変

更
し
、
一
日
号

・
十
五
日
号
共

通
な
も
の
と
し
ま
す

は
、
博
物
館
宮
(
お
)
5
1
1
1

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
民
俗
探
訪
会

(
新
た
に
開

設)・
:
「む
か
し
み
ち
を
歩
く
」

を
テ
1
マ
に
、
厚
木
道
(
八
王
子

道
)
を
歩
く

・
活
動
日

毎

月

1
回
日
曜
日

の
午
前
日
時
1
午
後
4
時

マ
相
模
川
の
生
い
立
ち
を
探
る

会
・・・県
内
各
地
で
野
外
観
察
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て

会
誌
を
発
行
す
る

毎
月
第
2
・
第
4

祉
・
市
民
相
談

・
公
共
機
関
か

ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
も
紹
介

-
新
し
く
募
集
す
る
コ
ー
ナ
ー

マ
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

(1

日
号
)
:・
現
在
、
各
号
で
1
人

ず
つ
紹
介
し
て
い
る
こ
の
コ
ー

ナ
ー
を
1
日
号
に
ま
と
め
、
抽

選
で
一
度
に
6
人
ず
つ
紹
介

・
対
象
掲
峨
日
現
在
、
満
1

歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん

-
応
募
方
法
カ
ラ
1
写
真
1

枚
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
、
性

別
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
、
親
の
氏
名
を
記
入
し
た

も
の
を
封
容
で
郵
送
す
る

マ
わ
が
家
の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

(
日
日
号
)
:・
家
族
の
ふ
れ
あ

い
の
様
子
や
日
常
生
活
で
の
出

来
事
な
ど
を
搬
影
し
た
「
ナ
イ

ス
シ
ョ
ッ
ト
」
を
、
抽
選
で
毎

月
1
枚
紹
介

・
応
募
方
法
カ
ラ
1
写
真
1

枚
と
、
コ
メ
ン
ト
(
印
字
程

度
)
、
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
屯
話
番
号
を
記
入
し
た

も
の
を
封
替
で
郵
送
す
る

マ
送
り
先
い
ず
れ
も
掲
載
希

望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
入
し
て

広
報
広
聴
課
(
内
線
3
1
4
)

へ

E菌当
事-4
ヨEγ
主主言
葉ト

業

若者を中心ににぎわう会場

十
三
回
お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
1
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
へ
の
出

庖
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
は
市
内
に
お
住
ま
い
の

プ
ロ
で
な
い
方
で
、
募
集
す
る

の
は
二
百
二
十
区
画
(
世
帯
・

グ
ル
ー
プ
と
も
一
区
画
)
。
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
係
な
い
も
の
、

飲
食
物
、
生
き
物
、
屯
気
製
品

は
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
販
売

す
る
品
物
、
当
日
の
交
通
手
段

を
記
入
し
て
、
三
月
二
十
三
日

(土

・
必
着
)
ま
で
に
環
境
衛

生
業
務
課
へ
。
申
し
込
み
は
世

帯
、
グ
ル
ー
プ
と
も
は
が
き

一

料

棚

湖

湖

嶋

崎

町

叶

敏

加
担
右
加

船
棚

ん

手

(

(

(

相

(

町

民

機

中

:

i

・

瑞

料
刊

引

脚
…

市

数
額
料

4
年
ν

引

税
料
手
定
用

7

・

M
N

険
験
室
み
使

ヨ

成
叶

痔

保
保
従
ご

道

E
平

…

併

等

康

金
尿
尿
水

終

*

ト

剤

税
健
年
し
し
下

最

月

象
民
民
掃
掃
共
期

3
対

国
国
清
清
公

納

川

.----
-a'

災
害
時
に
使
え
る

井
戸
の
登
録
を

阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
は
、

井
戸
水
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
教
訓
を
踏
ま
え

市
で
は
現
在
井
戸
水
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調
査

す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
井

戸
水
を
提
供
し
て
い
た
だ
廿
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
り
る
方
は
、

防
災
課
(
内
線
3
5
7
)
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

枚
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
三
月
二
十
七
日
(
水
)
に

公
開
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
抽
選
結
果
は
申
し
込
ん
で

い
た
だ
い
た
方
会
員
に
郵
送
で

通
知
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生

業
務
課
(
内
線
2
3
9
)

伺

ω鎚
恩
愚
号
由
民
@
ム
富
宕

今
回
で
二
十
七
回
目
と
な
る

「
湘
南
ひ
ら
つ
か
観
光
風
長
カ

ラ
1
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審

査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

最
高
貨
の

「推
蹄
」
に
は
、

平
塚
の
新
名
所

・
ピ
ー
チ
パ
ー

ク
で
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
を
楽
し
む

若
者
を
扱
っ
た
班
目
悌
治
さ
ん

(
横
浜
市
)
の
作
品
「
ピ
ー
チ

パ
レ
1
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
(
入
選

以
上
)
は
次
の
と
お
り
。
応
募

四
百
四
点
。
(
敬
称
略
)

マ
特
選
「
桜
と
展
望
台
」
寺

課
税
台
帳
の
縦
覧
で
す

四
月
一
日
(
月
)
か
ら
固
定
資

産
課
税
台
帳
が
ご
覧
に
な
れ
ま

す。
こ
の
台
帳
は
、
み
な
さ
ん
の

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
な
ど

に
対
し
て
、
平
成
八
年
度
の
固

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
基

礎
と
な
る
額
を
決
め
、
登
録
し

た
も
の
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
を

お
持
ち
に
な
り
、
資
産
税
課
の

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
期
間

4
月
1
日
(
月

)
s
n

臼
(
月
)
の
聞
の
月

3
金
曜
日

・
時
間
午
前
8
時
叩
分
1
午

後
5
時

マ
ご
覧
に
な
れ
る
方

①
資
産

所
有
者
②
所
有
者
の
同
居
の

親
族
、
納
税
管
理
人
、
法
定
代

理
人
③
所
有
者
の
委
任
状
か

同
意
替
を
お
持
ち
の
方

-
負
担
調
整
率
の
変
更
措
置
を

平
成
七
年
度
で
は
、
平
成
六

年
度
か
ら
の
負
担
調
整
措
置
に

加
え
、
新
た
な
臨
時
特
例
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
八
年
度

の
税
制
改
正
で
は
、
引
き
続
き

納
税
者
の
税
負
担
を
緩
和
す
る

負
担
調
整
率
の
変
更
措
置
が
導

入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
縦
覧
期
間
の
変
更
に

よ
り
、
納
税
通
知
暫
の
発
送
は

五
月
七
日
、
第
一
期
納
期
限
は

五
月
三
十
一
日
に
な
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

償
却
資
産
係
(
内
線
2
9
1
)

軽
自
動
車
の

廃
車
手
続
き
を

軽
自
動
車
の
廃
車
は
、
三
月

二
十
九
日
ま
で
に
手
続
き
を
す

-
市
民
が
主
役
の
紙
面
づ
く
り

市
民
の
み
な
さ
ん
の
活
動
や

窓
見
を
郁
極
的
に
紹
介
す
る
た

め、

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」

や

「市
民
の
声
」
な
ど
の
コ
ー
ナ

ー
を
充
実
さ
せ
ま
す

-1日
号
・

日
日
号
の
内
容
は

マ
1
日
号
(
4
ペ
ー
ジ
)
・:
「イ

ベ
ン
ト
お
知
ら
せ
号
」
と
し
て

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
情

報
、
施
設
の
催
し
、
赤
ち
ゃ
ん

の
健
康
な
ど
を
簡
潔
に
紹
介

マ
日
日
号
(
8
ペ
ー
ジ
)
:
・
「政

策
広
報
」
と
し
て
、
市
政
の
状

況
や
施
策
の
方
針
な
ど
の
紹
介

を
通
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の

市
政
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

そ
の
意
志
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
市
で
は
、
五
月
十
二
日
(
日
)

映
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
健
康
福
に
総
合
公
園
で
開
催
す
る

「第

持
問

:

い
よ

γ
……
?〉(
urk
m
~
:〈

Ji:
HJγ
長

九

・
活
動
臼
毎
月
1
回
日
曜
日
土
曜
日
の
午
後
2
時
3
4時

圃
一
。i
m
M時
何
時
副
圃
a
E園田
'
t、担
割J

臨

場

の
午
前
9
時

5
午
後
4
時
マ
天
体
観
察
会
:
・
天
文
現
象
の

川
市

h
t
d
r
h

マ
古
代
遺
跡
を
探
す
A
E
-
-
-
土
緯

観
察
や
天
文
台
の
見
学
を
通
し

い
い
て

往

復

は

が

き

で

申

し

込

み

を

♂

ぷ

や
石
器
を
採
集
し
、
遺
跡
や
考
て
天
体
観
察
に
つ
い
て
学
ぶ

古
学
に
つ
い
て
学
ぶ

・
活
動
日
原
則
と
し
て
毎
月

・
活
動
日
毎
月
1
回
日
曜
日

1
国
土
曜
日

の
午
前
日
時

5
午
後
4
時

・

対

象

中

学

生

以

上

(

四

歳

マ
平
塚
の
空
襲
と
戦
災
を
記
録

未
満
は
保
護
者
名
も
記
入
)

す
る
A
E
-
-
-
資
料
の
発
掘
や
聞
き
マ
裏
打
ち
の
会
:
・
技
術
を
学
び

取
り
調
査
な
ど
を
行
う

古

文

部

の

裏

打

ち

を
す
る

・
活
動
日
毎
月
第
2
・
第
3

・
活
動
日
毎
月
第
3
水
曜
日

土
曜
日
の
午
後
1
時
初
分
1
4

の
午
前
日
時

5
午
後
3
時

時

マ

漂

着

物

を

拾
う
A
E
-
--
平
塚
海

マ
古
文
書
購
読
会
・
:
市
域
に
残
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
動
植
物

る
近
世
文
曹
を
通
し
て
歴
史
に
や
人
工
物
を
集
め
て
調
べ
る

親
し
む

・

活
動
日
原
則
と
し
て
毎
月

・

活

動

日

第

2
土
曜
日

班目さんの作品

山
記
臣
(
藤

沢
市
)

マ
準
特
選

岩
田
年
一

(
足
立
区
)
、

江
口
ア
ヤ
子

(
松
風
町
)
、

加
々
美
茂
助

(
万
田
)

マ
入
選
飯
田
一
芳

・
石
井
清

一
(
以
上
横
浜
市
)
、
内
田
富
士

子
(
立
野
町
)
、
岡
本
高
明
(
南

原
)
、
鬼
沢
優
子
(
藤
沢
市
)
、
小

宮
芳
美
(
横
内
)
、
田
中
稔
夫

(
松
風
町
)、
塚
本
紀
夫
(
藤

沢
市
)
、
土
方
保
造
(
上
吉
沢
)
、

深
沢
俊
一
容
(
湯
河
原
町
)
、
峯
尾

壮
(
二
宮
町
)
、
山
口
貞
雄
(
平

壕
一
丁
目
)
、
山
口
高
次
(
花
水

台
)
、
吉
崎
安
太
郎
(
田
村
)
、

米
丸
す
み
子
(
逗
子
市
)

る
と
平
成
八
年
度
の
軽
自
動
車

税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

m
∞
以
下
の
原
動
機
付
き
自

転
車
や
小
型
特
殊
自
動
車
を
廃

車
す
る
と
き
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
、
標
識
交
付
証
明
書
、

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
市
民
税

課
税
制
係
(
内
線
2
6
8
)
へ。

こ
の
ほ
か
の
軽
自
動
車
を
廃

車
す
る
と
き
は
次
の
場
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
盗
難
な
ど
で
実
際
に

所
有
し
て
い
な
く
て
も
、

手
続

き
を
し
て
い
な
い
と
引
き
続
き

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

マ
二
輪
車

(m∞
以
上
)

・
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
(
東
盛
田
三
六
九

l
m
・
8

M
1
8
9
0
8
)
 

マ
三
輪

・
四
輪
の
軽
自
動
車

・
軽
自
動
車
検
査
協
会
(
東
鐙

田
三
六
九

l
m-
宮
M
1
8
8

2
5
)
 

出
来
て
い
ま
す
か

@}(三~Q1)@畠⑬w匂3ゐヘ
我が家の防災対策を確認

非常持ち出し晶の準備は
~ 

• 

品市}

~_VL:::j ~""t':←___r.í
........ ~二円一 .~~乏でJ ご

※いずれの制度も所得制限が
あります。

群しいことは、児童福祉限
宮 23-1111(内線216)にご相談
ください。

-児童扶養手当制度
父母の離婚や父の死亡などによって、父と

一緒に生活をしていない児盆に手当を支給す

る制度。li'i族年金受給者等は除きます。

・医療費助成制度
母 子 ・父子家庭などのひとり親家庭の方が

医者にかかったとき、 医療費のうち医療保険

の自己負担額が無料になる制度。

・家庭奉仕員派遣制度
母子・父子家庭、寡婦の方が病気などのた

め、日常の家事や育児に困ったとき、家庭奉

仕民が身の回りのお世話をする制度。

いざというときに備えて日ごろから非常

持ち出し品の準備をしておきましょう。.1次持ち出し品
すぐに持ち出せるように、あらかじめリ

ュックなどにつめておきましょう。

・1定盤品、携帯ラジオ、懐中電灯、衣類、

応急医薬品、非常食品.2次持ち出し品
災害復旧までの数日間(最低 3自分)を

自足できるように準備しておきましょう。

・食料、飲料水、燃料

。担当 防災課宮23-1111(内線 357)



(4) 

ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
加
は

市では74競以上の方を対象に、はりA きゅう、あんま、マッサージ、指圧

の理療費の助成を行っています。

8年度分の理療券の交付は 4月 1日から行います。窓口へおいでになれな

い方は、 m話でも申し込みを受廿付貯ます。

マッサ~~彊援護患の褒伺を宮

ト
T
E

り

nuつ

ホ
H
i

「参
加
は
で
き
な
い
が
情
報

は
知
り
た
い
」
が
約
三
割
で
最

も
多
く
、

「ま
ち
づ
く
り
の
内

容
や
様
子
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
」
が
三
割
弱
で
続
い
て
い
ま

す。
「積
極
的
に
参
加
し
た
い
」

と

「暇
が
あ
れ
ば
参
加
し
た

い
」
を
合
わ
せ
る
と
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
加
の
意
志
が
あ
る

と
答
え
た
方
は
全
体
の
四
割
弱

に
な
り
ま
す
。

平成8年3月 15日

満
」
の
傾
向
が
表
れ
て
い
ま

す。av下
水
道

市
全
域
で
は
概
ね
「
満
足
」

の
評
価
で
す
が
、
地
域
別
に
見

る
と
平
塚
駅
周
辺
の
地
区
な
ど

で

「満
足
」
の
傾
向
が
高
く
、

郊
外
に
行
く
ほ
ど

「不
満
」
の

傾
向
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ほ
ほ
現
在
の
下
水

道
の
整
備
状
況
を
反
映
す
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
公
園
・
広
場

市
全
域
で
は
概
ね

「普
通
」

の
評
価
で
す
が
、
地
域
別
で
は

平
塚
駅
周
辺
の
地
区
と
旭
南
地

区
で
満
足
の
傾
向
が
高
く
、
城

島
地
区
や
北
金
目
地
区
な
ど
郊

外
に
行
く
ほ
ど
「
不
満
」
の
傾

向
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

不満

市
の
将
来
懐
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
描
く
「
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
で
は
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
だ
め
、
戸
ン
ケ
l
ト
調
査
を
昨
年
八

749 

やや不満

<8年度の交付対象者〉
-大正 11年4月30日以前に生まれた方は12

枚

-大 正11年5月1日から大正12年3月31日ま

でに生まれた方は74歳になった月から1

か月に1枚の割合で交付

。 自 己負担額 1枚につき600円

。 申し込み・問い合わせ先

高齢福祉課(内線211)

月
に
実
施
し
ぎ
し
た
。
対
象
は
、
無
作
詞
に
抽
出
し
た
市
内
に
お
住
ま
い
の
二
十
歳
以
上
の
万

五
平
人
な
ど
で
、

二
干
二
百
人
の
方
か
ら
回
答
を
い
だ
だ
い
て
い
ま
す
。
集
計
は
、
市
内
を
十

七
の
地
域
巳
分
け
行
い
ま
し
た
。
舎
固
は
、
こ
の
戸
ン
ケ
l
ト
調
査
の
集
計
結
果
の
申
か
ら
、

主
な
項
目
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地域別の満足度は

「近くのスー1¥ーや商后街Jガトップ

普通 。

住
ま
い
の
周
り
の
環
境
は

やや満足

157 

近くのスーパーや衡腐1ij

郊外のショッピングセンターなど

平塚市外のデパートや商業施設

平塚駅1窓辺の磁調盤施設

40その他

151不明

左
の
帯
グ
ラ
フ
は
、
市
全
域

に
お
け
る
生
活
環
境
の
満
足
度

を
項
目
別
に
表
し
た
も
の
で
、

左
か
ら
「
満
足
」
、
「
や
や
満

足
」、
「普
通
」、

「や
や
不
満
」、

「不
満
」
を
示
し
て
い
ま
す
。

折
れ
線
グ
ラ
フ
は
市
全
域
の
五

段
階
評
価
の
平
均
値
で
、
左
に

行
く
ほ
ど
満
足
度
が
高
い
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
右
下
の
折
れ
線
グ
ラ

フ
は
地
区
別
の
生
活
道
路
、
下

水
道
、
公
闘
に
つ
い
て
の
満
足

度
を
表
し
た
も
の
で
す
。

と
れ
ら
の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、

市
全
域
で
は

「下
水
道
の
整
備

状
況
」
に
つ
い
て
は
満
足
度
が

高
く
、

「買
い
物
環
境
」
や

「公

共
公
益
施
設
」
な
ど
も
平
均
値

を
超
え
て
い
る
と
と
が
読
み
取

れ
ま
す
。
反
対
に
、

「自
動
車
の

通
行
」、
「生
活
道
路
の
整
備
」

「情報は知りたし¥.Jガ約3割
積徳的に参加 1320 
暇があれば参加

情報は知りたい

よくわからない

I 156市が考えるべき

I 132その他

144不明

l505 

足満

犠

二

見

原

原

暢

国

土

島

村

崎

回

目

白

沢

北

商

判

u

松

筒

八

真

岡

宮

全

な

港

士

-
-L同

・

・

金

金

・

水

警

原

之

内

神

屋

市

花

書

集

中

国

隻

機

械

大

岡

金

北

南

土

泡

旭

な
ど
道
路
に
関
す
る
項
目
は
全
策
」
な
ど
防
災
に
つ
い
て
も
市

般
的
に

「
不
満
」
の
傾
向
が
高
民
の
み
な
さ
ん
の
満
足
度
が
低

く
、
公
園
に
関
す
る
項
目
を
合
い
傾
向
が
出
て
い
ま
す
。

め
地
域
差
が
大
き
く
表
れ
て
い
・
生
活
道
路

ま

す

。

市

全

域

で

は

概

ね

「

普

通

」

ま
た
、

「災
害
時
の
延
焼
対
の
評
価
で
す
が
、
平
塚
駅
周
辺

の
地
区
と
岡
崎
地
区
で
は
「
や

や
満
足
」
の
傾
向
が
、
ま
た
北

金
目
地
区
や
土
屋
・
吉
沢
地
区

な
ど
の
郊
外
の
地
域
で
は

「不

広報ひらつか

本大会

5月24日(金)・市民センター
※問い合わせ先

勤労会館ft32-3355

のど自慢大会予選会

の
ス
ー
パ
ー
や
商
庖
街
」、
「
郊

外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
」
、
「
平
塚
市
外
の
デ
パ
ー

ト
や
商
業
施
設
」、
「
平
塚
駅
周

辺
の
商
業
施
設
」
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

休
日
に
買
い
物

に
行
く
場
所
は

100% 

不満

休
日
な
ど
の
買
い
物
で
よ
く

行
く
と
こ
ろ
と
し
て
は
「
近
く

やや不満

75% 

-
B
 .
.
 ，
 
...
 目・・目・・・・目町自由目・
・・・・・・・・・
・・・・

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
a
-
-
-
-
-
a
a
-
-
-
-
-
-
-
-
-

平
塚
市
全
体
の
将
来
俄
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
質
問
に
は
、

「身
近
な
生
活
環
境
が
整
っ
た

住
み
や
す
い
ま
ち
」
と
「
防
災

体
制
や
道
路
・
公
園
な
ど
が
整

備
さ
れ
た
災
害
に
強
い
ま
ち
」

の
二
つ
の
項
目
を
希
望
す
る
方

が
最
も
商
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
に

「駅
周
辺
の
商
業

環
境
が
整
っ
た
に
ぎ
や
か
で
活

気
あ
る
ま
ち
」
、

「道
路
や
駐
車

場
が
整
備
さ
れ
た
交
通
の
便
利

な
ま
ち
」、
「
街
路
樹
や
花
壇
の

あ
る
緑
盟
か
な
ま
ち
」
、

「地
域

の
特
色
を
大
切
に
し
た
ま
ち
」

が
続
い
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、

「身
近
な

生
活
環
境
が
整
っ
た
住
み
や
す

い
ま
ち
」
を
希
望
し
た
の
は
女

性
に
多
く
、

「自
然
を
生
か
し

た
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ジ
ャ
ー
の
盛

ん
な
ま
ち
」
を
希
望
し
た
の
は

若
け
年
代
に
多
く
見
ら
れ
ま
し

た。
ま
た
、
「
災
害
に
強
い
ま
ち
」

は
年
代
が
高
く
な
る
ほ
ど
希
望

す
る
方
が
増
え
る
傾
向
が
出
て

い
ま
す
。

平
塚
市
の
将
来
像
は

項目別の満足度は
満足 やや満足 普通

50% 

*市商運・市エ連・官公庁等の部

・臼時 3月31臼(日)午後 0時30分~

・会場 MNピル南側広場

※雨天の場合は商工会議所内

-申込先商工会蹴 所 宮22-2510

*地区労の部

-日時 4月25日(木)午後 6時~

・会場勤労会館

-申込先平塚地区労宮22-5279

台地 区間 盟の 部

-日時 5月10日(金)午後 6時~

・会場勤労会館

-申込先 平塚 地区 同盟宮21-7140

不
明
白

産
業
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か
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景
観
や
曲
貫
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都
市
機
能
バ
ラ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー

特
色
あ
る
ま
ち

陸
相
曲
家
か
な
ま
ち

交
通
の
便
利
な
ま
ち

駅
周
辺
が
に
ぎ
や
か
で
活
気
あ
る
ま
ち

防
災
体
制
や
登
備
の
進
ん
だ
災
害
に
強
い
ま
ち

身
近
な
集
活
潔
櫨
慣
が
耐
震
っ
た
す
み
や
す
い
ま
ち

市の将来への希望は

25% 

第 40回労働祭
参加者を募集

。%

策
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策

水

対

浸

柏

町

や

延

濫
の
臥
氾

時

の

客

川
災

河

公園の利用性と緑の量

災害時の避難路や場所

商底などの買い物環境

身近な公園・広湯整備

パス等の公共交通手段

身近な生活道路の盤備

下水道の整備状況

歩行者の安全対策

第 5ア1号

生活道路の整備

公園までの距離

自動車の通行

公共公益施設

公園の広さ

医療施設
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地
域
別
の
将
来
像
は

お
住
ま
い
の
地
域
で

必
要
な
も
の
は

-
地
域
ご
と
の
施
策
の
希
望
は

現
在
住
ん
で
い
る
地
域
で
、

今
後
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策

と
し
て
は
、
「
安
全
な
生
活
道

路
の
整
備
」
、
「
医
療
施
設
な

ど
の
充
実
」
、

「渋
滞
の
な
い

幹
線
道
路
の
整
備
」
、
「
自
然

の
保
全
や
緑
化
の
推
進
」
が
多

く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

av地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て
は

「
不
燃
化
の
進
ん
だ
災
害
に

強
い
ま
ち
」
、
「
子
供
や
高
齢

者
・
障
害
者
に
と
っ
て
安
全
な

ま
ち
」
、
「
近
く
に
商
庖
街
の

あ
る
買
物
に
便
利
な
ま
ち
」
、

「
静
か
で
落
ち
着
き
の
あ
る
戸

建
て
住
宅
地
」
が
多
く
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

地域の将来像

左
の
地
図
で
各
地
域
の
上
に

立
っ
て
い
る
棒
グ
ラ
フ
は
、
そ

の
地
域
に
望
ま
れ
る
施
策
の
最

各地域に望まれる施策

個

以

ち

活
ま

で

る

し

便

ち

か

あ

周

に

ま

や

利

活

な

ぎ

を

生

利

に

車

た

平成8年 3月 15日(5) 

各地区で聞かれている 「まちづ

くり 慰霊炎会」では熱心な話 し合 い

が行われています

事
国
包

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
問
題
点
を

整
理
し
、
重
要
な
項
目
を
提
案

す
る
た
め
熱
心
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
内
容

を
「都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

策
定
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

O
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
・
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
先

都
市
計
画
課
計
画
係

宮

(
お

)
1
1
1
1
(内
線
4

2
8
)
 

市
で
は
、

今
年
一
月
か
ら
三

月
に
か
げ
で
、
市
内
六
会
場
で

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
各

二
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
は
「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
な
ど

で
募
集
し
、
応
募
い
た
だ
い
た

約
九
十
人
の
方
々
で
す
。

懇
談
会
で
は
、
参
加
者
が
お

互
い
に
市
全
体
や
各
地
域
の
よ

い
と
こ
ろ
や
悪
い
と
こ
ろ
な
ど

も
多
い
も
の
上
位
三
位
(
高
い

ほ
ど
要
望
が
高
い
)
を
表
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
に
塗
ら
れ
て

い
る
色
(
背

・
灰
色

・
な
し
)

は
、
そ
の
地
域
の
将
来
像
に
つ

い
て
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い

る
項
目
を
示
し
て
い
ま
す
。

(凡
例
参
照
)

口不燃化の 進 ん だ 畑 中 ま ち

凡例口子どもや時 ・ 障 害 和 こ と っ て 安 …

口静カ巾着きのある戸建て住宅地

...~砂・4砂・4砂・・.・・・4砂・・...~砂・・.・・・・4砂・.....~・・.・・・・4・4・・・4・4砂・・..~・4・・4・4・・4・・・・・4・4・4砂・4・・4・
下J話~1I .・・-- /'ヘ，司、 (鱗愉
i--~:焚Il ιr、4・~r> 5.，.M e="=ξゼ

. . ./ ' ~丙p・・・・・F. ・，. ....1 司 司 圃 _ .

.. . も ，. ~ -司』

、~伝称、J~二J ) FL:二
-- ぜ宮町修フ 、・・・' 点 フ '--

l ~・・4・・・・・・・・・.・・・・・4・・・4・・4・・.・・4・・4・・・・4砂jけて収集した木地玩具1300)点を公開。: ・投影日時 土 ・日曜日の11時、14時

:また、 3月24日(臼)には大山車桑の製: (春休み期間中は、水 ・木曜日も投影)

:作 笑 演 (10時と13時30分の 2回、参加 j ・観覧料 100円

:自由) を行います。

-期間 4月 7日(日)まで

・会場 特別展示室

j合体験学習

「新星座早見を作ろうJ
星の見える高さや方角まで分かる自

:盛り付きの早見表を作ります。

・日 時 3月27日(水)午後 2時- 5時

【第11回陶芸サロン展(陶芸)】 ;・会場 科 学教室

-期間 3月20日(祝)-26日(火) :・定員 30人(申し込み多数の場合は i・日時 4月13日(土)9時30分-ll時 : 利用者用コンビュ ーターの「検索く

【圃心流画道奏心教室発表展(日本画)】 :抽選) : ・集 合 花 水川 橋平塚側たもと(雨天:ん」で新着図岱の一覧表を出すことが

・期間 3月20日(祝)-26日(火) :・材料費 150円 :中止) :できます。ぜひ、ご利用ください。ま

【かな.展(.)】 :・申し込み 3月19日(火)までに往: ・参加 自由 :た新指図岱のコーナーを別に設けてい

・期間 3月27日(水)-31臼(臼) :復は が き で「新星座早見を作ろう」係へ :0休館日 毎週月曜日、月末 :ます。あわせてご利用ください。

。休館日 毎週月曜日、月末 ・ :0博物館 ・0休館日 毎週月I眼目、月末、特別強
;食寄贈品コーナーO美術館 : ..... -J，.._.......- ， : 〒254浅間町12-41 ft33-5111 :理休館臼

〒254西八幡1ー1-3 ft35-2111 : r神奈川の木地 玩具J : : 0開館時間 火~日曜 日 9時-16時

j・期間 4月 7日(財)まで E図・・ElII・E彊 : 50分(中央図酬の貸出室と参考室は
f人文部門新活資料展J :・ 4・.:金曜日のみ 9時-18時50分)

考古・歴史・民俗の寄贈品の紹介 : A 1.....-....&.."..h~A._ : 0中央図書館
j会ビデオ映画会

・期間 4月10日(水)-29日(祝) : -. -_.. .~ :〒254 浅 間 町12-41
※会場は中央図暫館です :0北図書館

!会プラネタリウム
「木のぬくもり一本間満・木地玩具コ : -" ..... ~I~"'" '" ..... - : rイソップの町のねずみといなかのね j干 254 田村5155-1

レクションーJ : r星の名前J :ずみHロミオとジュリエット、少女コ :0西国・館

御殿在住の本間満さんが30年近くか :・期間 4月28日(臼)まで :ゼットJ :干 254 山下760-3 ft36 -3555 

・....~・4・・・・4・・・・・・...................~・4・・・・・・・・・4砂・・・4砂・・4・・4砂........~砂・4砂・..~砂

-日 時 4月 7B (臼) 10時、 14時
「世界普ぱなし ありとぎりぎりす、

鐘をならしたきじJr偉人物館坂本竜

馬、リンカ ーン」

・日時 4月14日{日) 10時、 14時

「うさぎとかめ、ふたりのおかあさん」

「偉人物語福沢輸吉、リンドパーグ」

・日 時 4月21日(日)10時、 14時

「日本普ぱなし こぶとりじいさん、

ものぐさ太郎H像人物語 ガリレオ・

ガリレイ、コペルニクス」

・日時 4月初日(日) 10時、 14時

会特別整理休館日のお知らせ

図曹の整理、点検のため次のとおり

お休みとなります。

-中央図書館 3月25日(月)まで

-北図岱館、西図由館 3月18日(月)

-25円(月)

おわびと訂 正

広報ひらつか 2月15日号のプラ

ネタリウム 「星の名前」 の期間が

誤っ ていま した。正しくは 4月28
日(日)までです。お間違いのな

いようにお願いします。

会市民アートギャラリー利用受付

美術館では、絵画、彫塑、 工芸、替、

写真など市民のみなさんの災術の発表

の場となる市民アートギャラリーの平

成 8年度後期分 (10月-3月)の利用

申し込みを受け付けます。

-利用条件 1日単位で最高 6日間

・使用料 全主主10000円、 A室6000円、

B室4000円(市外の方は 5割増し)

-休館日 毎週月曜日、月末

・受付期間 4月 2日(火)-10日(水)

(利用日が重なった場合は従法!1)

-申し込み 個人または団体の代表の

方が受付期間中に美術館へ

女本の森から~新着図書の調べ方~

宮 31ー0415

ft53-1232 

会漂着物を拾う会
会市民アートギャラリー

食春期特別展
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